
米国と日本が共催した第１Japan FIRST Study Tour 2026 

 

【経緯／目的】 

経済産業省は、米国務省が主導する「小型モジュール炉（SMR）技術の責任ある利用のた

めの基礎インフラ（FIRST）プログラム」を支援している。同プログラムは、原子力産業お

よび技術革新の力を活用し、原子力エネルギー分野（特に小型モジュール炉（SMR））への

新規参入を目指す国々と連携することで、世界のエネルギー安全保障の向上を目的とする。

今回は、原子力発電所の立地選定をテーマとして日本と米国が視察研修を実施した。 

【実施内容】 

2026年 7月、米国務省、海外産業人材育成協会（AOTS）及び JICCが協力して、SMR導入

に関心を有する国々計 9 か国、原子力関係者 14 名を日本に招聘した。JICC は、計画の立

案、視察先との調整及び講義を担当した。視察先の川内原子力発電所（九州電力）、応用地

質株式会社、日本原子力研究開発機構（JAEA）及び茨城原子力科学館のそれぞれの機関か

ら多大な御協力・御支援をいただいた。 

【成果】 

原子力発電所の立地選定、特に火山に対する安全対策について実践的な知見を得た。ま

た、原子力機構は、商業炉の立地前段階にて、自国の原子力技術への自信醸成、技術支援

機関（TSO）等の役割を担っていたことを理解した。参加者からは、「原子力発電について

貴重な体験ができた」、「日本の原子力技術への興味がさらに深まった」との評価が寄せら

れた。日米間の国際的相互協力のもと本研修を成功裏に完遂でき、両国間の信頼関係を更

に深めることができた。 
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